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概 要 　Prostaglandins （PGs ）代謝 の 第 ．．一段 階 に 関与す る 15・hydroxyprostaglandin 　dehydrogenase

（PGI）H ）の 妊娠末期に お け る変動 と周産期諸因子 との 関係 を 明 らか に す る 目的 で
， 妊娠 37週 か ら妊娠 41

週 の ヒ ト正期産胎盤 167例を 用い ，周産期諸因
．
子と胎盤 PGDH 活性 （p

−PGDH ） の 関連性を検討 し，以

下 の 成績を得た．

　1．p−PGDH 活性 は 妊娠 40週 で ，1．103±0．604　n　mol ／min ／mg 　non 　heme 　proteinで 妊娠 37週，妊娠

39週 に 比 し有意 に 低下 し た ．

　2．帝正切開例 の PGDH 活性 は 1．504± O．587　n 　mo1 ／min ／mg 　non 　heme 　protein，経腟分娩例で は，

1．501± 0．855　n　mol ／min ／mg 　non 　heme　protein で あ り分娩様式 に よ る差 は 認 め られ なか つ た ，

　3，帝王 切開例の陣痛発来前1．530± 0．684nmol ／min ／mg 　non 　heme　protein と， 陣痛発来後 1．442±
0．236n 　mol ／min ／mg 　non 　heme 　protein で は 有意差 は 認 め られなか つ た ．

　4．経腟分娩例 中 PGs 投与例で は
， 2．003± 0，892　n　mol ／min ／mg 　non 　heme 　protein ，

　PGs 非投与例 で

は，1．490± 0．766nmo1 ／min ／mg 　non 　heme 　proteinで あ り，PGs 投与 例 の PGDH 活性 は 有意 （p く O ．05）

に 高値を 示 し た ．

　5，男児胎盤 の PGDH 活性は，1．573± 0．906　n　mol ／min ／mg 　non 　heme　protein，女 児 で は 1．162±
0 ．635nmol ／min ／mg 　non 　heme 　proteinで あり男児胎盤 に 高 く，PGDH 活性に 性 ホ ル モ ン の 関与が示

唆 され た ．

　6．妊娠中毒症 合併の 有無，初
・経産，Apgar 　score ，出生時体重，胎盤重量，出血量，分娩時間 と PGDH

活性 に は 相関性を認 め な か つ た ．

Synops誌 　The 　high　activity　 of 　l5−hydroxyprostaglandin 　dehydrogenase（PGDH ）which 　catalyzes 　the 　first
step 　in　prostaglandin　metabolism 　has　been　demonstrated　in　the　hulnan 　placenta．

　To 　 investigate　 the　 role 　 of 　 placental　 PGDH （p−PGDH ）in　 the　 perinatal　 period，　 PGDH 　 activity 　was

measured 　in　167　placentas　of 　gestational　ages 　37　to　41　weeks ．

　The 　activity 　was 　expressed 　as 　n 　mole ／min ／non 　heme 　protein　of 　15−keto・PGE ，　which 　was 　produced 　by
incubation　of 　PGE2　and 　placental 　homogerlate　supematant ，

　The 　following　data　were 　obtained ．

　 1．p・PGDH 　 activity 　was 　sign 洫 cantly 　lower　at 　the　40　weeks 　of 　gestation 　than　at　other 　weeks ．

　 2．There 　was 　no 　difference　in　placental　PGDH 　activity 　between 　cesarean 　section 　and 　vaginal 　delivery，
and 　between　the　periods 　before　and 　after 　onset 　labor　of 　cesarean 　section ．

　3．p −PGDH 　activity 　in　the 　PGs 　administered 　group 　was 　higher　than 　that 　in　the 　non 　PGs 　group ．

　4．p −PGDH 　 activity 　of　a 　 male 　fetus　 was 　h三gher　than 　that 　 of 　a 　female ．　 This　 suggests 　that 　p−PGDH

activity 　is　under 　the 　contro1 。 f　ho   ones ，

　 5．No 　relationship 　was 　observed 　between 　p−PGDH 　activity 　and 　other 　perinatal　factors　such 　as 　toxemia

of 　pregnancy ，　parity ，　Apgar　score ，　birth　weight ，　placental　weight ，　blood　loss，　and 　duration　of　labor．
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　　　　　　　　　 緒　　言

　 Prostaglandin （PGs ）は妊娠 ， 分娩 に密接 な関

係を有 し て い る．PGs は 多彩で 強力な生理 作用を

有し，あ らゆ る組織で 産生 される た め ，生体内 で

は 速や か な代謝不 活化機構が働 い て い る．PGs は

各組織に お い て 代謝 され る が ， 血 中 に 遊 離 し た

PGs は 主 と し て 肺で 代謝され る と い われ る．1972

年 Jarabakl6）は ヒ ト正 期産胎 盤 に は PGs の 代謝

の 第 1 段 階 に 関 与 す る 酵 素 で あ る 15−hydroxy・

prostaglandin　dehydrogenase（PGDH ）が 豊富 に

存在す る こ とを報告 し た ．PGDH の部 分純化及 び

酵素学的な検討を加 えた報告
17）は 多い が ， PGDH

の 生理学的，病理学意義 に関す る研究 は少 な い ．

今回 我 々 は ヒ ト正期 産胎 盤を用 い ，妊娠 末期 の

PGDH 活性 の 変動及 び PGDH 活性 と周産期諸囚

子 との 関連性を検討した の で 報告す る．

　　　　　　　　対 象及 び方法

　 1．対象

　宮崎医科大学附属病院産婦人科に お い て 分娩 し

た 妊娠 37週 か ら妊 娠41週 の 正 期産 ヒ ト胎盤 167例

を 対象 とした．167例の 中13例は帝王切開 ， 154例

は 経腟分娩で あつ た （表 1）．

　帝王 切開例 中 ， 陣痛発来後帝王切開術を行なつ

た もの 4 例 ， 陣痛発来前に 予定帝王 切開術 を行な

つ た もの が 9例 で あつ た．経腟分娩例で は陣痛誘

発 を行 ない 分娩 に 至 つ た もの 14例 ， 陣痛増強を行

な つ た もの 37例，陣痛誘発 ・増強を行なわ なか つ

た 自然経腟分娩 は 103例で あ る．自然経腟分娩例で

は 妊娠中毒症を合併 し た もの 14例，非合併89例で

あつ た ．89例 に つ い て は 妊娠週数 ， 経産回数 ， 児

表 2　PGDH 　extraction 　from 　human 　placenta

er

　4
°

表3 　Assay　of 　PGPH 　activity

表 1　 研 究 対 象

例数

帝 土 切 開 13

陣 痛 　 　　 　 　 （
一
ト） 4

陣痛　 　　 　 　 （
一

） 9

経 腟 分 娩 154

陣 痛誘発 ・増 強 （＋ ） 51

誘 発 王4

増 強 37

陣痛誘 発 ・増強 （
一
） 103

中毒症 〔＋ ） 14

中毒症 〔一） 89

の 性別，Apgar　score
，
　U 生時体重 ， 胎盤重量 ， 出

血 量 ， 分娩所要時間等 の 周産 期諸 因子 と PGDH

活性 の 関連性を検討した ．

　 2．方法

　a ） PGDH 抽出法 （表 2 ）：胎盤娩 出後 ， 速や か

に 臍 帯 付 着部 直下 の 胎盤 組 織約 10g を 切 り 出

し ，

− 20℃に凍結保存 した ．凍結後細切 し，EDTA

lmM
， β・mercaptoethanol 　 8mM 含有の 氷冷0．1

M リ ン 酸緩衝液 （pH 　7．4）で 可及 的に 血液成分を

除去後 ， 約 2倍量 の 上 記 緩衝液を加 え
，
Polytron

homogenizerで homogenize し，　IO，OOOg ，
40分間

遠沈 して得た上 清を酵素源 と して 用 い た．以上 の

操作 はす べ て 氷冷下で 行な つ た 。

　b） PGDH 活性測定法 （表 3）：37℃ で 2分間加

温 した PGE ， 10ptg
，
　NAD 　5mM を含む0．1M リ ン

酸緩衝液 0．9ml に
， 37℃ で 10分間加 温し活 性化 し

た 上 清0．11nlを加 え，37℃，12分間 incubationし

た ，冷却 し て 反応を停止 させ
， incubation　medi  

0．5ml に 0．5N 　NaOH 　2ml を加 え，500  に お け

る最大吸光度を島津分光光度計 （UV −365）で 測定

した．吸光度は 3分で 最大 とな り以後低下 し た ．
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吸光度よ り， 産生 された 15−keto−PGE2 を標準曲線

を用 い て算出した．蛋 白量は Lowry 法
21）で 求め ，

PGDH 活性は 産生 された 15−keto・PGE2 を nmol ／

min ／mg 　non 　heme　protein で 表わ し た ．

　c ）統計的処 理 ：有意差 の 検定に は Studentの

t検定を用 い た ．

　　　　　　　　　成　　績

　 1．基礎的検討

　 a ）hemoglobinの 影響に つ い て

　胎盤を洗浄 し ， 可 及的に 血液成分を 除去 し て も

各 hornogenate 上 清中 の hemoglobin 含量は 一・一定

せ ず ，
上 清 中 の 蛋 白量 に 影 響 を 及 ぼ す の で ，

PGDH 活性表現に heme 　protein 量 の 及 ぼす影響

を検 討 した ．

　胎盤血 に は 成人 型及 び胎 児型 hemoglobin が混

入 し て い る の で ，母体血及 び臍帯血 を各 5ml採 血

し，生理食塩水を加 え3，000回転 ， 15分間遠沈 した．

上 清を除去後沈渣を，生理 食塩水 で 3 回洗浄 し ，

最後の 沈渣 に蒸留水を加 え ， 溶血 させ IO，OOOg ，
20

分間遠沈 し ， 上清で 検討 し た ．上清を350  か ら

800  の 問で 吸光度曲線 を求め る と，母体血 及 び

臍 帯血 とも415nm
，
542nm

，
578nm に 頂値 が認 め

られた （図 1），胎盤 homogenate 上清で も同様の

吸光度を示 した．

　 Lowry 法 に よ つ て 求め た 母 体及 び胎児血 の 蛋

白量 と415  に お け る 吸光度 は 図 2 の よ うで ，

hemoglobin 蛋 白量 と吸光度 に は 直線的関係が得

られた ．吸光度 0．25以下 で の 母 体血及び臍帯血 に

差が な く ， 直線性を示 し た ．これを heme 　proteil

の 検量 曲線 とした ．

　b） incubation　time の 検討

　PGE210 μg，
　NAD 　5mM を含む O．IM リ ソ 酸緩

衝液0．9ml を 37℃ で 2 分間 ， 上清 を10分間 ， 別 々 に

preincubation した あ と，両者を混和 し，37℃ で 4

乃至 60分間 incubation し た 場 合の 15−keto・PGE2

の 生成量は 図 3 の よ うに ，15分ま で は 直線的 に増

加 し，以後緩や か とな り，30分以後は プ ラ トー
に

達 した ．

　c ） 15・keto・PGE2 の 標準 曲線 （図 4 ）

　 15・keto・PGE2 は ア ル カ リ処 理 で 500nm に 吸光

度を示す，15・keto・PGE21 〜10μg／m1 を 含む 0．1

M リ ン 酸緩衝 液0．5ml に 0．5N　 NaOH 　 2ml を 反

応 させ た 時の 500mn に お け る吸光度 は 図 4 の よ

うに直線的に増加 した ．

　d） intraassay と interassayの 変異係数

　上 述 の 方法 で PGDH 活 性 を 測 定 し た 時 の

intraassayと interassayの 変異係数は そ れぞれ ，

4．1％及び 10．9％で あ つ た ．

　 2．正 期 産 ヒ ト胎 盤 に お け る PGDH 活 性

（nmol ／min ／mg 　non 　heme 　protein） （表 4 ）

　 　 　 　 図 1
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図 2　Correlation　 between 　 fetal　 and 　 maternal

　hemoglobin　and 　protein　content
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図 3　 Time　course 　of 　incubation（15・keto−PGE2 ）
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表 4　 ヒ ト正 期産胎盤 の PGDH 活性

帝土 切 開

　 俥痛　 　 （＋ ）

　 陣 痛　 　 （
一

）

経 膵分 娩

陣痛誘 発 ・増 強 u ）

陣痛誘 発 Ir＋ ）

　 PGs

　 OxyLocin

　 PGs 十〇 xytocin

　 PGs 十 〇｝匸ytocin 増強

陣痛増 強 〔↓
〕

　 PGs

　 Oxytocirユ

　 PGs 十 〇xytQcjn

陣痛誘 発
・
増強 〔一）

　 　 　 　 中毒症 ゴ＋ ）

　 　 　 　 中毒哲：（一）

一
例数 PGDH 活性

〔nmo1 〆min 〆mg
non 　heme 　protein）

131 ．504± 0．587
41 ．442 ＋ 0．236
91 ．530＋   ．684

1541 ．501 ±   、呂55
＋） 51L681 ± O ．852

141 ．963 ：ト0 ．974寧

　 4　　　　1，96370 ．598
　 ユ　　 1，279
　 4　　　　1、966± 1．382

52 ，097 ±0，858

37　　　　1．575 ± 0．775
　 1　　 2．558
31　　　　1．499 ± 0．778
5　　　　2 ．097 ± 0．858

103　　　　1．110± 0．843＊

14　　　　1．370± 0．886
89　　　　1、416 ⊥ 0．838

●

＋
：P ＜ 0．05

o

●

le203Q 　　　　　 40　　　　 　 50　 　　　　 50

　 工ncub 匸Ltion 　ti 皿 e 　〔m 工n ｝

図 4 　Standard　curve 　of　15・kete・PGE2
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　 a）分娩様式 と PGDH 活性

　帝王 切 開 13例 の PGDH 活 性 は 1．504±0．587，

経腟 分娩 154例 で は，1．501± O．855で あ り， 両群間

に有 意差 ぱ認め られ なか つ た ．又帝王 切開群 で は

陣痛発来後の 4例 と ， 陣痛発来前の 9例で はそ れ

ぞれ 1．442± 0．236
，

1．530±   ．684で ， 陣痛発来の

有無 に よ る差は 認め られなか つ た ．

　b）陣痛誘発 ・ 増強の 有無 と PGDH 活性

　経腟分娩例で 陣痛誘発 また は陣痛増強し分娩 に

至 つ た 症例 と自然陣痛発来し， 自然経腟分娩 した

症例 の PGDH 活性 を比較検討 した．前者 51例 の

PGDH 活性は 1，681± 0，852
， 後者 103例 の それ は

1．410± 0．843で あ り，誘発，増強の 有無に よ る差

は 認め られ な か つ た．

　陣痛誘発，増強例51例を陣痛誘 発例 14例 と陣痛

増 強例 37例 に 分 け て 検 討 し た．前 者 ｝：1．963±

0．974， 後者は 1．575± O．775で 両群 間に 有意差は な

か つ た が
， 陣痛誘発を行な つ た 群 と陣痛誘発 ， 増

強を 行なわ なか つ た群 （1．410± 0．843） と の 間に

は 危険率 5 ％で 有意差 を認め た ．

　陣痛誘発 ， 増強例 の 使用 薬剤別 に PGs 使用例 ，

非 使 用 例 に 分 け て み る と PGs 使 用 19例 で は

2．003± 0．893， PGs 非使 用 32例 で は 1．490± 0，766
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表 5　PGs 使用 の 有無 と PGDH 活性

例 数

　 　 　 　 　 一

PGDH 活 性

（nmo 亙／min ／mg

non 　heme　prQtein〕

陣 痛 誘 発
・増強 （＋ ） 51 1．681 エ 0．852

PGs 使用 19 2，0  3± 0．892 ＊

PGs 非使用 32 1．490± 0．766＊　　 ［

陣痛 誘発 ・増 強 （ ）2− 」L些 一 ．．
1，410± 0843

，
：P ＜ O．05
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表 6　周産期諸因子 とPGDH 活挫

性 別

　 　 男児

　 　 女児

Apgar 　score

　 　 8点 以上

　 　 8点 未 満

出生時体重

　 　 2，500g 未満

　 　 2，5eog −−3，5009

　 　 3，5  09 以 E

胎盤重量

　 　 　 5〔〕（［9 未満

　 　 　 500g 〜6DOg

　 　 　 600g 〜7009

　 　 　 700g 以上

　 出皿 量

　 　 　 500ml 未 満

　 　 　 500ml 〜・1、Oeoml

■
b4匚

り

3

836

団
D

工

り
0

　

62

502

ワ】

1421

6qO71

2027

n．S．

1、573 土0．906
　 　 　 　 　 　 P ＜  ．05
1．162± 0．635

1、444 ± O．846
1．043 ：匸0．555

1．866ニヒ1．063
1．470± 0．835
1，174 ±0．707

1．276 ± 0 ．806

1．553ナ 0．906
1．368± 0．812

1．231：t   ．556

1　436±｛，86 

1　299 ±〔，　675

n．S、

n ．s．

也
3ア　　　　　38　　　　　39　　　　　40　　　　　41
　 　 　 　 　 GESTATIONAL　AGE　（W）

で あ り，PGs 使用例 の PGDH 活性 は 有意 に 高値

で あつ た （表 5）．

　oxytocin 使用例 の PGDH 活性は陣痛誘発 ， 増

強を行 なわ なか つ た 群 と比較 し有意差を認め な か

つ た ．

　c）妊娠 中毒症と PGDH 活性

　分娩誘発 ， 増強を行なわ なか つ た 自然経腟分娩

103例 中，妊 娠 中 毒 症 合 併 14例 ， 非 合 併89例 の

PGDH 活性 は
， そ れ ぞれ 1．370± 0．886，1．416 ±

O．838で あ り， 妊 娠 中 毒 症 合 併 の 有 無 に よ る

PGDH 活性の 差 は 認め られな か つ た ．ま た 妊娠中

毒症症状別 で は 浮腫 の み の 8 例 と，浮腫，蛋 白尿 ，

高血 圧 の い ず れ か 二 つ 以 上 を 合 併 し た 6 例 の

PGDH 活 性 は そ れ ぞ れ 1．319± 0．783， 1．442±

1．006で 有意差は な か つ た ．

　 d）妊娠週数 と PGDH 活性 （図 5）

　以下 は 分娩誘発，増強を行な わず に 自然経腟分

娩 し，妊娠中毒症を合併し て い な か つ た 89例 を対

象 とし て 検討 した．

　妊娠 37週 か ら妊娠 41週 の 各週 毎 の PGDH 活性

は 妊娠 37週 （n ＝ 3）2．134± O．182，　女壬娠38週 （n ＝

9） 1．729± 1．151， 妊 娠 39週 （n ＝33） 1．496±

0．801， 妊娠 40週 （n 二 28） 1．103± 0 ，604， 妊娠41

週 （n ＝ 16）1，493±0．912と妊娠 40週 に 最低値を示

し
， 妊娠 40週で 有意 （p＜ 0．05）な低値 がみ られた ．

　 e）初産，経産別 PGDH 活性 （表 6）

　初産 17例，経産 72例 の PGDH 活性 は それ ぞれ ，

1，564± 0．986， 1．382± 0．792で 両群 間 に 有意差を

認 め なか つ た ．

　f）児の 性別 と PGDH 活性

　男児 55例 ， 女児 34例 の PGDH 活性 は そ れ ぞれ

1．573± 0．906，1．162± O．635で あ り危険率 5 ％で

有意 に 男児に 高か つ た．

　g） Apgar　score と PGDH 活性

　 1 分後 の Apgar 　score 　 8 点以上83例 と 8 点未

満 6 例 の PGDH 活性 は 前者 で 1．444 ± 0．846， 後
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者で 1．043±0．556で あ り， 有意差は 認め なか っ た ．

　 h）出生 時体重 と PGDH 活性

　 出生時体重 2，500g 未満 5例 ， 2，SOO〜3
，
SOOg　61

例 ， 3，SOOg以上 23例 の PGDH 活性 は
， そ れ ぞれ

1．866± 1．063，1．470± O．835
，
1．174± 0．707で あ

り，低 出生体重児程 PGDH 活性 が高値 の 傾 向を

示 した が， 3群間 に 有意差は 認め な か つ た ，

　 i）胎盤重量 と PGDH 活性

　胎 盤 重 量 500g未 満 15例 ，
500〜600940 例 ，

600〜700922 例 ， 700g以上 12例 の PGDH 活性は

そ れ ぞれ1．276± 0．806， 1．553± 0．906， 1．368±

0，812，1．231± 0．556で 有意差 は 認め なか つ た．

　1）出血量 と PGDH 活性

　出血 量500ml未満 76例 ，
500〜1，000ml 　 13例 の

PGDH 活 性 は そ れ ぞ れ 1．436± O．860，1．299±

0．675で あ り有意差は認め なか つ た．

　k）分娩所要時間 と PGDH 活性 （図 6）

　分娩所要 時間 と PGDH 活性 に も相 関性を認 め

な か つ た ．

　　　　　　 　　 考 　　案

　PGDH は 1966年 Anggard　and 　Salnuelsson7〕に

よ り ブ タ肺 に お い て 発見 された ．PGs は 1回 の 肺

循環 に よ りそ の 生物活性 の 90％以上 が代謝
23 ）

され

る とい わ れて い る．

　1972年 Jarabakl6）
に よ り正 常正期産 ヒ ト胎盤 に

高 い PGDH 活 性 が 存 在 す る こ とが 明 ら か に さ

れ，妊娠中 の PGs 代謝 に お け る胎盤 の 重要性 が注

目され た ．妊娠 に 伴 な う PGDH 活性 は種及 び臓

器に よ り異 な る こ と が 報 告 されて い る．妊娠 家

兎
12〕27）

の 肺 PGDH 活 性 は 著 明 に 上 昇 し
， 妊 娠

28〜30日 で は 非妊時 の 20倍に 達す る． しか し ラ ッ

トで は妊娠 に よ る 変化 を 認 め な い と い わ れ て い

る．家兎及 び ラ ッ トの 腎 ， 脾 PGDH 活性に は非妊

時 と妊娠時に 有意差は認め られて い な い
L2 ）
．我 々

4）

も妊娠 ラ ッ トを用 い ，妊娠20日齢 に お い て 胎盤

deciduaの PGDH 活性は 肺の 3．5倍 も高い こ とを

認め た ．

　妊娠 経過 に 伴な う胎盤 deciduaの PGDH 活性

の 変化 に関して，Falkay　et　aLl3 ）は 妊娠 5週か ら

9 週 まで は低下 し ， 妊娠 9 週に 最も低 く，以後増

加す る と報告 し て い る．森 ら
3）は 妊娠初期 ， 中期

後期胎ng　PGDH 活性を測定 し
， 妊娠経過 と共 に

有意に増加す る と述べ て い る．

　 ラ ッ ト胎盤 PGDH 活性 は Ca   inati　et　aL1 吻 こ

よ る と妊娠 8 日か ら11日に か け て 高ま り， 11日か

ら14日 に か けて 低下 し，14日 に最低値を示 し， そ

の 後 17日ま で 上 昇 し ， 以後プ ラ トーに なる とい う．

森 ら
3 ）も妊娠 10

，
15

，
20 日齢 の 胎盤 を用 い ，10，20

日齢 で は 高 く，15日齢 で は低 い と報告 して い る ．

我 lt　5）も同様の 成績で あ つ た ．　 Carminati　et　aL1
°〕

の 成績 で は 17日以後分娩 ま で プ ラ トーなの に 対

し，我 々 の 成績 で は 17日以後 も分娩ま で 亢進す る

こ とを認 め た ． ブ タ胎盤
22 ）で は 妊娠 の 進行と共 に

活性の 亢進が認め られて い る．

　今回 の 妊娠末期胎盤 PGDH 活性 の 検討で は妊

娠 37週 か ら41週の 間で は ，妊娠40週 に低 い 成績が

得 られた ．こ れ が 分娩発来機序に 関す る か 否か は

今後の 検討 を待た ねば ならな い ．

　 ヒ ト の 妊 娠 初 期 胎 盤 で は progesterone と

PGDH 活性 は 並 行 し て 変化す る
13）とも い わ れて

お り，妊娠 末期 の progesterone の 低下 と PGDH

活性 の 低 下に よ る PGs 活性 の 上昇 は 陣痛発来 と

の 関連性を窺わ せ る．分娩開始前後 に お け る PGs

動態 と PGDH 活性 に 関して は ，
　Keirse　et 　al．20 ）は ，

陣 痛 開 始 前 の 羊 胎 盤 PGDH 活 性 が 母 体 側

cotyledon に お い て 胎児側 cotyledon や 子宮筋層

に 比 し高 く， 陣痛開始後 は 陣痛 開始前に 比 し母 体

側及 び 胎児側 cotyledon に お い て 高 くなる が，子

宮筋層 で は 低 くな る こ とを観察 し
， 子 宮筋 層 の

PGDH 活性が低下 する こ とに よ り， PGs 不 活化が
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低下 し分娩 中の 子宮筋層で の PGs 集積が促 され ，

分娩は進行する もの と考え て い る．ま た 以上 の と

と よ り陣痛開始 と共 に PGs 代謝 の 再分配 が生 じ，

ま た 同 時 に 陣 痛 開 始 後 に 母 体 側 及 び 胎 児 側

cotyledon 　PGDH 活性 が高 い こ と は 胎児 も PGs

の 代謝機構 を有 し て い る こ とを示唆す る もの とし

て い る．家兎胎児肺 の PGDH 活性 は 分娩前後 で

著明に 低下す る こ とが 報告
24）26）2η されて い る．

　 ヒ トの 妊娠 ， 分娩前後に おけ る PGs 動態 は 血 中

PG 代謝物 ， 尿中 PG 代謝物 の 測定値 か ら推定 さ

れて い る．妊娠経過 と ともに 増加す る
1｝8）15＞

とい う

もの もあ る が
， 後期で は 陣痛発来 を境に増量

1）25 ）す

る と い わ れ て い る． こ の よ うな陣痛開始 と と もに

著明 に増加す る PGs に対 して胎盤 PGDH 活性 の

変動が注 目され る，しか し帝王切 開術を 行な つ た

有 陣痛群 ， 無陣痛群及 び経 腟分娩 例 と の 間 に は

PGDH 活性 に は 有意差は 認め られ な か つ た ．
一

方

経腟分娩例 の うち PGs 使 用例 と非使用例 との 間

に は 5％の 有意差で PGs 使用例に PGDH 活性 の

高値 が認め られ た．

　陣痛誘発群 と陣痛誘発， 増強を行 なわ な か つ た

群 に認め られた 有意差 も， 陣痛誘発群 に PGs 使用

例が多か つ た た め と考 えられた ．

　井 上 ら
1）に よれ ば 自然陣 痛発 来群 と PGF ， α 誘

発群 の PGF 尿中主要代謝産物 （PGFMUM ）の 値

は後者 に約 7 〜 8倍高い と報告 し て い る．以上 の

こ とか ら陣痛発来 と共 に血 中 PGs と PGFMUM

は急激 に増加す る が
，

こ れ らの 内因性 PGs 増加 の

程度 で は胎盤 PGDH 活性 に 影響 を及 ぼ さず ， 外

因性 PGs 投与時の よ うな血 中高値を示す場合 に，

PGDH 活性 は 有意に 亢進す る と も考 え られ る．

Keirse　et　 al．エ9 ）R’　Jarabakis）も陣痛開始前 と分娩

後及 び oxytocin 誘発 分娩 例 に PGDH 活 性 の 有

意差 を認め て い な い が ， PGs 投与例 に つ い て は検

討 し て い な い ．

　Alam 　et　al．6）は胎盤磨砕物 IS，OOOg遠沈上清 に

よ る PGEI 代謝 が妊 娠中毒 症 の 重 症 度 に 応 じて 抑

制 されて お り， こ れは 妊娠中毒症 の 生化学的特性

で ある と報告 し て い るが
， 井上

2 ）は 妊娠 中毒症 の

胎 盤 PGDH 活 性 は 正 常 PGDH 活 性胎 盤 と 差 が

な か つ た と い つ て お り， 本研究 で も妊娠中毒症合

併の 有無 と PGDH 活性に 関連を認め なか つ た ．

　PGDH 活性 の 性 差 に 関 し て は steroid 　 hor・

mone の 関与が 考え られ て い る．　 Gecse　et　a1．14）は

ラ ッ ト腎髄質 マ イ ク 卩 ゾーム の PGDH 活性 は 雄

が雌 よ りも高い と い い ，Cagen　et　aL9 ）もラ ッ ト腎

磨砕物上清中 の PGDH 活性は 雄 に 40倍高 く， 肺

PGDH 活性に は 差が な い と報告し て い る．また雌

腎に は PGDH 活性抑制因 子が あ り，
こ れ が性差

に 関与 し て い る可能性 も示 した．Casey　et　aL1 【）は

妊娠 6 〜10週 の ヒ トas　PGDH 活性に は 性差 は 認

め られ な い が ， testosteroneが 最高値 に 達す る

10〜16週で は 有意に 男児に 高い と報告し て い る．

ま た 腎 と 精巣 の PGDH 活 性 が 相関す る こ と か

ら，　testosteroneが PGDH 活性を調 節す る と同時

に 組織 中 PGs 濃度 を も規定 して い る 可能 性を示

唆 し た ．現在 ま で ヒ ト胎盤 PGDH 活 性 の 性差 に

関す る報 告 は な い が，本 研 究 で は 男 児 の 胎 盤

PGDH 活性が 女児よ り高い こ とを認め た．

　Keirse　et　a1，
19）

や Jarabakis）bt分娩 時間 ， 妊娠持

続時間，出生 時体重 ， 胎盤重量 な どの 周産期諸因

子 と PGDH 活性 との 間に は 相関性 は 認 め られ な

か つ た とい つ て い る．本研究 で は PGDH 活性 は

出生時体重が大 きな もの ほ ど低下す る傾向に あ つ

たが ， 児体重 と PGDH 活性 との 間に 有意差は認

め なか つ た ．

　今回検討 した 周産期 因子 の うち胎 ng　PGDH 活

性 に 関連す る と考 えられた 因子 は 妊娠週 数 PGs

投与 ， 児 の 性差で あ つ た ．PGDH 活性が妊娠40週

に 低値 で あつ た の は陣痛発来機序に 関与 し て い る

よ うに も考 えられ る．PGs 投与は 母体側か らで あ

り，児 の 性差 は胎 児側か ら の 因子で ある． ヒ ト胎

盤 PGDH 活性が母体側 ある い は 胎児側 の 何れ に

向つ て 意義を有し て い るか今後の 検討を また ね ば

ならない ．

　本 研 究 の 一部 は，文 部 省 科 学 研 究 費補助 金 （課題番号 No ．

557380及 び No．57570607） に よ る もの で あ る．

　PGs 標 準 品 の 提 供 を い た だ い た 小 野 薬 品 工 業 株式 会 社

に 感謝 い た し ます．
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